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大
おおしま

島光
みつはる

春 （学芸員）学芸員は博物館をつかう

　博物館の学芸員は、 普段はサービス

を提供する側として働いています。 です

が、 研究職である学芸員は、 ほぼ全員

が複数の研究テーマを持って活動してい

ます。 そのようなときは、 しばしば他の博

物館の利用者になります。 研究だけでな

く、 展示にも他館の標本を借用すること

が多いので、 博物館が他の博物館の利

用者になることもあります。 ここでは私が

自分の研究 （古生物学） で利用させて

いただいた経験を通して、 博物館の自然

科学への貢献を紹介します。

化石の発見 （研究の始まり）

　私が今取り組んでいるイノシシ類を含む

哺
ほにゅうるい

乳類や、 人気のある恐
きょうりゅう

竜の化石は、

貝殻の化石のようにたくさん発見されるも

のではありません。 組織的な発掘調査自

体、 日本ではほとんど行われません。 福

井県立恐竜博物館 （図 1） や林原自然

科学博物館で行っているような定期的で

大規模な発掘は例外です。 日本で見つ

かった哺乳類や恐竜の化石の多くは、 ア

マチュアの化石研究家が発見したり、 地

質調査中に発見されたりしたものです （そ

れをきっかけに大規模な発掘をすること

はあります）。 そうした化石が運良く博物

館に収蔵されても、 博物館にその分類群

の研究者がいないために、 あまり詳しい

研究が行われないまま収蔵されていること

があります。 私の場合、 そうした標本との

出会いから研究が始まることがあります。

　ある時 （たぶん 2001年）、 ライブラリー

（当館の図書室） で、 よその博物館の特

別展図
ず ろ く

録を眺めていました。 福井県立

博物館 （現在の福井県立恐竜博物館）

の図録にイノシシ類の下
か が く

顎の破片が載っ

ていました。 インターネットでイノシシ類

化石に関する bibliography （文
ぶんけん

献目
も く ろ く

録）

検索してみると、 福井県立恐竜博物館

の東
あずま

副館長が 1985年に書いた論文に

“Paleochoerus?” という記載があることが

わかりました。 それは化石の記載というよ

り 「地質調査中にイノシシらしき化石を発

見した」 というニュアンスでした。

　まずは福井県立恐竜博物館の佐野学

芸員に連絡を取って、 東副館長に標本

の情報について照会していただきました。

2002年に同博物館で開かれた古生物学

会のおりに、 東副館長にお会いして、 こ

のイノシシ類化石について研究の承諾を

いただきました。 これ以外に所在不明に

なっている中
ちゅうしんとう

新統 （中
ちゅうしんせい

新世の地層） 産

イノシシ類化石 2点を捜
そ う さ く

索することも含

めて、 笹川科学研究助成を申請し、 平

成 15 （2003） 年度の助成 （研究番号

15-341G） を受けることができました。

　所在不明の標本については、 東北大

学総合学術博物館 （当時は理学部自然

史標本館。 図 2） や東京大学総合研究

博物館に調査を依頼しました。 その後自

分でも探しに行きましたが、 標本を見つ

け出すことはできませんでした。

現生生物の標本と比較する

　“Paleochoerus?” の標本は左右の下顎

と臼
き ゅ う し

歯が保存されていました。 イノシシ

のように現在も繁栄している動物の場合、

化石の研究の手始めは現生生物の骨格

標本との比較です。 化石がどの部位であ

るかを確認し、形
けいたい

態と大きさを比較します。

この “Paleochoerus?” の場合、 大きさは

リュウキュウイノシシとほぼ同じでしたが臼

歯の形態が少し違いました。

　当館のペッカリーの標本とも比較しまし

たが、 やはり違いました。 ちなみに当時

はまだユーラシアにもペッカリー科は生息

していたと考えられていました。 しかし、

後に否定され、 現在では南北アメリカ大

陸だけに生息していた （いる） と考えら

れています。

　中新世という古い時代の動物では珍し

くありませんが、 現生標本との比較では

種類を同定できる決定的な証拠を見つけ

られずにいました。

化石標本と比較する

　その後、 東副館長から前
ぜんきゅうし

臼歯の標本

があったことを知らされ、 受け取りに行き

ました。 すると、 2000年に北京の古脊椎

動物与古人類研究所で見せていただい

た、 当時論文発表前だった標本に大変

よく似ているとひらめきました。

　この研究を始める以前の話ですが、

1999年から 2000年には文部科学省科

学研究費補助金 （課題番号 11780107）

を得て、 現生のリュウキュウイノシシ （主

に琉球大学農学部） や貝塚時代 （本土

の縄文から弥生時代に相当） （主に沖縄

県立埋蔵文化財センター）、 更
こうしんせい

新世末の

裂
れっ

罅
か

堆
たいせきぶつ

積物から発見された化石 （主に

沖縄県立博物館） まで、 比較的新しい

時代のイノシシを調査しました。 また、 更

新世の大型のイノシシを調べに、 台中に

ある国立自然科学博物館 （図 3） や北

京の古脊椎動物与古人類研究所 （図 4）

や国立自然史博物館を訪れていました。

それらの博物館や研究所では、 お願い

すると中新世から完
かんしんせい

新世までの様々な

図 1　勝山市にある福井県立恐竜博物館． 図 2　仙台市にある東北大学総合学術博

物館．

図3　台中市にある台湾の国立自然科学博物館．

図 4　北京にある中国科学院古脊椎動物

与古人類研究所．
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イノシシ類化石を調査させていただくこと

ができました。

　 そ の よ う な 経 験 が あ っ た の で、

“Paleochoerus?” の前臼歯に気づけたの

だと思います。 北京の古脊椎動物与古

人類研究所で見せていただいた標本は、

同研究所の劉
リュウ

さんが研究していました。

そのため劉さんが論文を発表するまで外

部に公表しないという条件で、 詳細に調

査させていただきました。 このときには、

まだ福井の “Paleochoerus?” の存在さえ

知らないわけですから、 将来イノシシ類

の進化をテーマにしたときに役に立つだ

ろうと考えていただけでした。

　結果的に案外早く、 役立つことになっ

たわけです。

レプリカ （キャスト） の役割

　当館の講座やイベントでは、 化石レプリ

カ作りを行っています。 これは博物館で

行われている研究方法の一端を体験して

いただこうこと思って行っているのです（ご

存じでした？）。 実物化石を比較のため

に持ち歩くには、 破損や紛失の危険が

伴いますので、 できるだけ、 避けなけれ

ばなりません。 さらに、 ほかの博物館で

観察した標本を、 できれば研究室の机の

上で再確認したいので、 レプリカはとても

役に立ちます。

　特に頭骨化石の場合、 もろいこともあっ

て簡単には複製できないのですが、歯だ

けなら、 状態によってはモールド （雌
め が た

型）

の作製が許可されます。 現生の場合はよ

り簡単に写真などとともに許可されます。

これを持ち帰り、 石
せっこう

膏やエポキシ樹
じ ゅ し

脂を

流し込み、 レプリカを作ります。

　こうしたレプリカを持ち歩き、 世界の博

物館で実物化石と比較することができる

ようになります。 この方法は、 写真での

比較 （2次元） と文字通り

次元の違う比較 （3次元）

ができますので、 大変役に

立ちます。 また、 自分の

手元にもレプリカコレクショ

ンができますので、 後々に

研究のための財産となりま

す。 原標本の所有権や、

版
はんけん

権の問題が曖
あいまい

昧なので、

ここでは遠景で私のイノシ

シ類の歯レプリカ ・ コレク

ションの一部をお見せしま

す （図 5）。

文献を集める

　劉さんが研究していた標本は、 2002

年に論文が出版されて、 Hyotherium 
shanwangense という新種のイノシシ類に

なりました。 この論文を含めて、 前後の

時代の世界中で発見されたイノシシ類の

文献を片端から集めなければなりません。

　まず一番役に立つのは劉さんの論文

の後ろについている Reference （引用

文献） です。 次にアメリカの Society of  

Vertebrate Paleontology （古脊椎動物学

会） の bibliography で、 インターネット上

にはほかにもいくつもの文献検索があり

ます。 それらを利用して、 集めなければ

ならない文献の情報 （著者名、 発表年、

タイトル、 雑誌名、 ページ数） を集めま

す。 今度は文献一つ一つを CiNii （論

文情報ナビゲータ） や British Library （英

国図書館） などのデータベースを検索

し、 その所蔵している図書館を探し、 コ

ピーサービスを申し込みます。 最近はイ

ンターネット上の文献検索サービスから、

その文献の PDF ファイルを直接購入でき

るようになってきました。 無料のサービス

もありますが、 多くは有料です。 その場

合、 クレジットカード決済しかできないの

で、 県の費用では支払うことができませ

ん。 困ったことです。

ふるいにかける

　 標本のデータと文献の内容が整理でき

たら、 化石標本の同
どうてい

定 （種類を決めるこ

と） のために、 すべての可能性から、 あ

り得なさそうなものを除外していきます。

排除できない可能性が複数残ったら、 あ

る種への同定はできなかったということに

なります。 それはそれで、 十分価値のあ

る結論です。

論文を書く

　ここまできたら、 テーマとなった標本、

比較した標本、 どのような比較をしたの

か、 何が問題なのか、 結論はどうなの

か、 をまとめて論文にします。 前述の

“Paleochoerus?”は共著者の協力を得て、

福井県立恐竜博物館の紀
き よ う

要として、 まも

なく （今号の 「自然科学のとびら」 と前

後して） 出版されます。 興味を持ってい

ただいた方はご覧ください。 同館のホー

ムページから PDF ファイルをダウンロード

していただくか、 当館のライブラリーでも

コピーできます。

おわりに

　というわけで、 私は今、 ボストンでこの

原稿を書いています。 ボストンには子ど

ものための博物館の草分けである Boston 

Children’s Museum （ボストン子ども博物

館）や Museum of Science, Boston （ボスト

ン科学博物館） などのすばらしい博物館

があり、 文部科学省科学研究費補助金

（課題番号 20605018） を使って、 子ども

のための展示を調査するために訪れまし

た。 せっかくここまできたので、 ハーバー

ド大学の 4つの博物館からなる Museum 

of Natural History （自然史博物館） の一

つ、Museum of Comparative Zoology （比

較動物学博物館） にアフリカのカワイノ

シ シ Potamochoerus porcus と P. larvatus
の現生頭骨標本を調査させてもらってい

ます （図 6）。 写真撮影や計測のほかに、

前述のモールドもとらせてもらうことができ

ました。 これは従来から疑問に思ってい

た、 中国から報告されている化石標本の

同定を確認したいためでもあり、 今取り

組んでいる滋賀県立琵琶湖博物館が所

蔵しているイノシシ類化石を同定するた

めの研究の一環でもあります。

　博物館の標本は自然の理
ことわり

を明らかにす

るために役立っています。 学芸員は、 実

はほかの博物館のヘビーユーザーでもあ

るのです。

図 5　筆者のイノシシ類の歯コレクション．

図 6　 Museum of Comparative Zoology の

収蔵庫で標本を調査中の筆者．


